
地域日本語教育において
何を「体制」と呼び,どう整備するか

～行政と専門家の連携から見る今後の展開への示唆～

【報告者】藤井 美香氏（公益財団法人 横浜市国際交流協会 多文化共生推進課）

辰野 聡 氏（長野県 県民文化部 国際課 多文化共生係）

遠藤 知佐氏（公益財団法人 兵庫県国際交流協会 多文化共生課）

【進 行】土井 佳彦 （特定非営利活動法人 多文化共生リソースセンター東海）

文化庁 令和元年度 日本語教育大会・東京大会

日本語教育テーマ別実践報告会 第３分科会

13：30〜 趣旨説明・報告者紹介

13：40〜 実践報告

報告15分＋質疑応答5分 × 3事例

14：40〜 パネル・ディスカッション
全体ディスカッション

15：30 終了

スケジュール



＜事業概念図＞ ＊申請→補助の流れ



採択団体（第一次募集）

採択団体（第一次募集）



報告１ 政令市（国際交流協会）による取組【A】

藤井 美香氏

公益財団法人 横浜市国際交流協会 多文化共生推進課

報告２ 都道府県による取組【B】

辰野 聡氏

長野県 県民文化部 国際課 多文化共生係

報告３ 都道府県（国際交流協会）による取組【B】

遠藤 知佐氏

公益財団法人 兵庫県国際交流協会 多文化共生課

実践報告

ふじい みか

たつの さとし

えんどう ちさ



①これまでの取組

・内容（何をしてきたか）
・成果（どうだったか）
・課題（改善すべきところ）

② これからの取組

・内容（予定）
・大切にしていること
・チャレンジポイント

報告のポイント

Q1. どんな「体制」を目指しているか？

・体制づくりに必要な要素は？
・専門家とは？

Q2. 「体制」ができると、何が変わるか？

Q3. 事業を進める上でのキーポイントは？

パネル・ディスカッション


